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【手続補正書】
【提出日】平成23年9月15日(2011.9.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　角膜知覚の低下を処置するための医薬組成物であって、有効成分としてシクロスポリン
Ａを約０．０００１％（ｗ／ｖ）ないし約０．０５％（ｗ／ｖ）未満の濃度で含有する組
成物。
【請求項２】
　０．０１～０．０２％（ｗ／ｖ）の濃度のシクロスポリンＡ、および保存剤を含有する
請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　シクロスポリンＡの濃度が約０．０１５％（ｗ／ｖ）である請求項２に記載の組成物。
【請求項４】
　シクロスポリンＡの濃度が約０．０４％（ｗ／ｖ）である請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
　シクロスポリンＡの濃度が約０．００５％（ｗ／ｖ）である請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
　角膜知覚の低下が、角膜に影響を及ぼす手術、またはウイルス感染に関連する請求項１
に記載の組成物。
【請求項７】
　角膜知覚の低下が、角膜屈折矯正手術または全層角膜移植手術に関連する請求項６に記
載の組成物。
【請求項８】
　角膜知覚の低下が、放射状角膜切開術を受けた個体において引き起こされる請求項７に
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記載の組成物。
【請求項９】
　角膜知覚の低下が、光屈折矯正角膜切開術によって引き起こされる請求項７に記載の組
成物。
【請求項１０】
　角膜知覚の低下が、レーシックによって引き起こされる請求項７に記載の組成物。
【請求項１１】
　角膜知覚の低下が、ラセックによって引き起こされる請求項７に記載の組成物。
【請求項１２】
　角膜知覚の低下が、SB-LASIKによって引き起こされる請求項７に記載の組成物。
【請求項１３】
　角膜知覚の低下が、EPI-LASIKによって引き起こされる請求項７に記載の組成物。
【請求項１４】
　角膜知覚の低下が、ウイルス感染によって引き起こされる請求項６に記載の組成物。
【請求項１５】
　ウイルス感染がHSV-1によるものである請求項１４に記載の組成物。
【請求項１６】
　ウイルス感染がHSV-2によるものである請求項１４に記載の組成物。
【請求項１７】
　ウイルス感染がVZVによるものである請求項１４に記載の組成物。
【請求項１８】
　シクロスポリンＡの濃度が約０．００１５％（ｗ／ｖ）である請求項１に記載の組成物
。
【請求項１９】
　シクロスポリンＡを約０．００１５％（ｗ／ｖ）の濃度で含有する液体組成物。
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